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　いよいよ夏休みに入りました。７月28日（火）まで
は、それぞれ選んだコースに分かれて夏課外が実施さ
れます。暑い中ですが、ぜひ前向きに捉えて自分を高
める努力を続けてください。 
　今の自分を変えるためには、行動することが一番で
すよね。今年の夏も垂水市主催のさまざまなボランテ
ィア活動に多くの垂高生が応募してくれています。家
庭クラブ員も子育て中の方々に向けた「こどもエプロ
ン製作」に取り組んでくれるようです。学校以外の方
々と触れあい、意見を交わしたり一緒に活動したりす
ることで違った学びが得られるはずです。「努力してい
る人と三日も会わなければ、その人の成長ぶりに驚か
されることがある」という言葉があります。今年の夏
休みで皆さんが大きく成長することを期待しています。

「三日会わざれば刮目して見よ」

「夏季クラスマッチ」 
　７月16日（木）１学期最後
を締めくくる「令和８年度夏
季クラスマッチ」が行われ、
バレーボールと卓球の２種目
で熱戦が繰り広げられました。 
　バレーボールは男女混成の
６人制で、卓球はシングルス
のみ、試合に参加していない
場合は審判の割り当て有りと、
体育祭に引き続き、忙しい１
日になったようです。 
　さすがに決勝戦ともなると、

競技のレベルも上がり、応援にも熱が入っていまし
た。結果は、バレーボールの部、優勝：１年１組Ｂ、
準優勝：１年２組Ｃ、３位：３年１組と３年２組。
卓球の部は、優勝：麓美咲さん、準優勝：上ノ堀彩
華さん、第３位：坂口由來さん、第４位：菊地原結
依姫さん、Ｂリーグ１位：本村優和さんに決まりま
した。おめでとうございます。 
　試合が終わり、自発的に片付けに協力する生徒の
姿は、見ていて気持ちがよいものです。クラスの親
睦も深まり、充実した１日になりました。

「社会を明るくする運動」 
　７月17日（金）終業式の日の
午後から、肝属保護区保護司会
主催の「第76回社会を明るくす
る運動」ボランティアに10名の
生徒が参加してくれました。保
護司とは、犯罪や非行をした人
に対して定期的に面接を行い、
社会復帰するための助言や指導
を行う民間ボランティアの方々
のことです。法務大臣から委嘱
された非常勤の国家公務員には

なりますが、給与は支給されていません。 
　この日垂水市所属の保護司の方々と一緒に、「タイ
ヨー」「だいわ」「Ａコープ」「道の駅垂水はまびら」
の４カ所に分かれて、啓蒙活動として、訪れた方々
にティッシュを配っていました。皆さん、暑い中本
当にご苦労様でした。

「第１回学校保健委員会」 
  ７月14日（火）14時からＰ
ＴＡ役員の保護者と保健委員会
の生徒の皆さんに出席していた
だき、「第１回学校保健委員会を
開催しました。 
　会の中では、保健部に所属す

る係の先生方から、本年度の取組について説明して
もらいました。野元先生からは「むし歯の未処置歯
の所有者が全校で７名しかいないのは、素晴らしい」
という報告がありました。また、生徒保健委員会か
らは、委員長の本村優和(3-2）さんが、活動計画
と『「垂高生による、垂高生のための、歯と口の健
康啓発活動」垂高生らしい標語No.1を探せ！』の
投票結果（No.1作品「バイキンマン 口の中で 育
てるな」等）について報告しました。 
　最後の質疑応答では、生徒の中から「本館のトイ
レにトイレ用のスリッパを設置してほしい」という
要望が出されました。スリッパを置く場所がないこ
とからこれまで設置していなかったようですが、「何
とか工夫できないか検討したい」という回答があり
ました。第２回も予定されています。 

「スマホ教室」打合せ会 
　７月22日（水）に開催予定
の垂水市主催の高齢者のための
「スマホ教室」に、ボランティ
アとして参加する生徒と市役所
の担当者との打合せ会が、７月
13日（月）多目的教室で行わ
れました。 

　毎年好評で、定員５名の枠も６月25日（木）で
埋まったそうです。垂水市内にあった携帯電話のお
店が全て撤退したために、お年寄りがスマホの使い
方について尋ねる場所がなくなり、困っている方が
多いとのことです。今回申し込まれた５名の中には、
なんと94歳の方もいるそうです。新しいことにチ
ャレンジしようとするそのお気持ちに脱帽です。 
　今回は生徒会役員５名と１年生のボランティア４
名が、参加者１人につき生徒２人ずつで対応するこ
とになりました。10月に２回目も実施される予定
ですので、他の皆さんもぜひ参加してください。

「生徒会役員選挙」 
  ７月14日（火）１限目「令
和８年度生徒会役員立会演説
会」並びに「選挙」が行われま
した。今回は、１・２年生から
７名が立候補してくれました。 
　私は挨拶の中でも述べました
が、「垂水高校をさらに良くし
たい」「もっと素晴らしい学校
にしたい」と強い志を持ち、勇
気を出して立候補してくれた７
名に敬意を表するとともに、大

変誇りに思っています。 
　演説では、「一人ひとりがもっと笑顔あふれる学
校にしたい」「学年を超えた交流の場をつくりたい」

「垂高の魅力をもっと発信して生徒数を増やしたい」
「人のために役に立つことをしたい」等の力強いメ
ッセージが多く、頼もしく感じました。公約として
「オンラインの意見箱の設置」について言及した人
が多かった気がします。 
　生徒会長が誰に決まっても、今後の生徒会活動が
大変楽しみになりました。 


